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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期

第３四半期連結
累計期間

第10期
第３四半期連結
累計期間

第９期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高 百万円 468,338 480,725 601,949

経常利益 百万円 3,599 3,330 4,257

四半期（当期）純利益 百万円 1,103 1,338 1,015

四半期包括利益又は包

括利益
百万円 999　 1,642 838

純資産額 百万円 45,393 46,766 45,665

総資産額 百万円 217,058 220,299 191,541

１株当たり四半期

（当期）純利益金額　
円 14.70 17.36 13.52

潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純

利益金額

円 － － －

自己資本比率 ％ 20.9 21.2 23.8

　

回次
第９期

第３四半期連結
会計期間

第10期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利

益金額
円 9.24 5.71

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

しておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第９期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または、締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社グループにおける財政状態および経営成績の分析は以下のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項については、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

であります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興にともなう、企業活動に緩やかな回復
の兆しは見られるものの、円高の進行、米国経済の減速や欧州の財政不安、また昨年10月にタイで発生した洪水被害
の影響が懸念されるなど、景気の先行きは不透明な状況が続いております。
  このような厳しい環境下において、当社グループは積極的な営業活動と利益体質強化に努めた結果、当第３四半
期連結累計期間における売上高は480,725百万円、営業損失は123百万円、経常利益は3,330百万円、四半期純利益は
1,338百万円となりました。
　当第３四半期連結累計期間における営業成績は、売上高は前年同期で2.64％増加いたしましたが、売上総利益率が
前年同期比で0.11％低下し、12.46％になりました。 
　販売費及び一般管理費においては、石狩センター稼動にともなうパートおよび人材派遣料の増加や売上高の増加
にともなう物流関連費用の増加により、前期比2.96％増加となり、販売費及び一般管理費率は12.48％になりまし
た。営業外収益につきましては、仕入割引が前年同期比と比較して218百万円増加し、営業外費用では前年同期で比
較して支払利息が40百万円減少いたしました。また、特別損失においては遊休資産を売却したことにともない売却
損101百万円を計上いたしました。 
　
　また、資産の分析は次のとおりであります。
　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は220,299百万円となり、前連結会計年度末と比較して28,757百万円の増
加となりました。
　資産の部では、流動資産は160,443百万円となり、前連結会計年度末と比較して27,532百万円の増加となりました。
これは主に現金及び預金が2,354百万円、受取手形及び売掛金が17,752百万円、商品及び製品が6,363百万円増加し
たことによるものであります。
　固定資産は59,855百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,224百万円の増加となりました。これは主に有形
固定資産の建物及び構築物が2,353百万円増加し、無形固定資産ののれんが315百万円減少したことによるものであ
ります。
　負債の部では、流動負債は133,207百万円となり、前連結会計年度末と比較して21,977百万円の増加となりました。
これは主に支払手形及び買掛金が15,020百万円、短期借入金が5,870百万円増加したことによるものであります。 
　固定負債は40,324百万円となり、前連結会計年度末と比較して5,678百万円の増加となりました。これは主に長期
借入金が5,816百万円増加したことによるものであります。 
　純資産の部は46,766百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,101百万円増加となり、自己資本比率は21.2％
となりました。 
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　セグメントの業績につきましては、当社グループは、日用雑貨・化粧品等の卸売業を主たる事業とする単一セグメ

ントであるため省略しておりますので、カテゴリー別および地区別の売上実績につきまして以下に記載いたしま

す。
　
カテゴリー別売上実績　

　　　　当第３四半期連結累計期間におけるカテゴリー別売上実績は、次のとおりであります。

　　　　 （単位：百万円）

カテゴリー 主要商品
当第３四半期連結累計期間  

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

前年同期比

   ％

Health & Beauty
化粧品・装粧品・石鹸・入浴剤・

オーラルケア
142,946 105.9

トイレタリー

衣料用洗剤・台所用洗剤・食器洗

剤・住居用洗剤・芳香剤・防虫剤

・殺虫剤・乾電池・記録メディア

・照明用品・電気応用品・ＯＡ用

品・文具・食品・カー用品

130,382 104.1

紙製品
家庭紙・紙おむつ・ベビー用品・

衛生用品・生理用品
98,539 97.1

家庭用品
台所用雑貨・住居用雑貨・生活用

雑貨・レジャー用品・園芸用品
33,521 100.0

ペット用品・その他 ペット用品・その他 75,335 103.2

合計 480,725 102.6

　

地区別売上実績

　当第３四半期連結累計期間における地区別売上実績は、次のとおりであります。

（単位：百万円）

地区
当第３四半期連結累計期間  

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

前年同期比

  ％

北海道地区 42,387 103.6

東北地区　 46,218 103.4

関東地区 158,087 104.0

中部地区　 76,390 97.6

関西地区 72,049 103.2

中四国地区 35,957 101.0

九州地区 49,634 105.5

合計 480,725 102.6
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
　
(4）主要な設備

　当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった、北海道新物流センターにつきましては

平成23年８月に完了いたしました。

　また、当第３四半期連結累計期間において新たに確定した重要な設備、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
　
(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。　

(6) 経営者の問題意識と今後の方針　

当第３四半期連結累計期間において、経営者の問題意識と今後の方針について、重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 79,301,124　 79,301,124　
東京証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単元

株式数は1,000

株であります。

計 79,301,124　 79,301,124　 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年10月１日～

　　平成23年12月31日
－ 79,301,124－ 5,000 － 28,280

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

普通株式  　2,199,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　76,828,000 76,828 －

単元未満株式 普通株式      274,124 － －

発行済株式総数 79,301,124　 － －

総株主の議決権 － 76,828 －

 （注）１．「完全議決権株式（その他）」および「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ

3,000株および500株含まれております。

 また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

２．「単位未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が446株含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社あらた
千葉県船橋市海神町

南一丁目1389番地
2,199,000 － 2,199,000 2.77

計 － 2,199,000 － 2,199,000 2.77

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,640 11,994

受取手形及び売掛金 ※2
 70,942

※2
 88,694

商品及び製品 30,203 36,566

繰延税金資産 1,145 450

その他 21,216 22,900

貸倒引当金 △235 △163

流動資産合計 132,911 160,443

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,949 19,303

土地 20,076 19,996

その他（純額） 7,008 6,124

有形固定資産合計 44,034 45,423

無形固定資産

のれん 2,294 1,978

その他 2,217 2,316

無形固定資産合計 4,511 4,295

投資その他の資産

投資有価証券 4,513 4,904

繰延税金資産 2,480 2,177

その他 3,346 3,268

貸倒引当金 △255 △215

投資その他の資産合計 10,083 10,135

固定資産合計 58,630 59,855

資産合計 191,541 220,299

EDINET提出書類

株式会社あらた(E02947)

四半期報告書

11/21



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 56,843 71,864

短期借入金 40,847 46,717

未払法人税等 1,059 325

賞与引当金 1,421 720

役員賞与引当金 35 26

その他 11,022 13,553

流動負債合計 111,230 133,207

固定負債

長期借入金 21,537 27,353

繰延税金負債 1,063 860

退職給付引当金 7,366 7,427

役員退職慰労引当金 455 516

その他 4,222 4,165

固定負債合計 34,646 40,324

負債合計 145,876 173,532

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 23,083 23,083

利益剰余金 18,371 19,170

自己株式 △706 △707

株主資本合計 45,747 46,545

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △101 200

その他の包括利益累計額合計 △101 200

少数株主持分 19 20

純資産合計 45,665 46,766

負債純資産合計 191,541 220,299

EDINET提出書類

株式会社あらた(E02947)

四半期報告書

12/21



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 468,338 480,725

売上原価 409,482 420,831

売上総利益 58,855 59,894

販売費及び一般管理費 58,293 60,017

営業利益又は営業損失（△） 562 △123

営業外収益

受取利息 6 5

受取配当金 81 86

仕入割引 3,415 3,634

その他 472 603

営業外収益合計 3,976 4,329

営業外費用

支払利息 664 624

その他 273 251

営業外費用合計 938 875

経常利益 3,599 3,330

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 0 2

貸倒引当金戻入額 18 －

保険解約返戻金 126 －

その他 － 0

特別利益合計 144 3

特別損失

固定資産売却損 29 101

投資有価証券売却損 7 2

投資有価証券評価損 133 139

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 261 －

その他 137 44

特別損失合計 570 287

税金等調整前四半期純利益 3,174 3,046

法人税、住民税及び事業税 1,311 1,014

法人税等調整額 760 691

法人税等合計 2,071 1,706

少数株主損益調整前四半期純利益 1,103 1,339

少数株主利益 － 1

四半期純利益 1,103 1,338
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,103 1,339

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △103 302

その他の包括利益合計 △103 302

四半期包括利益 999 1,642

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 999 1,641

少数株主に係る四半期包括利益 － 1
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（法人税率の変更等による影響）

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成

23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下

げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用す

る法定実効税率は従来の40.4％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結

会計年度に解消が見込まれる一時差異については37.8％に、平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見

込まれる一時差異については35.4％となります。この税率変更により、繰延税金資産が289百万円、繰延税金負債が203百

万円それぞれ減少し、法人税等調整額は90百万円増加しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

１．受取手形割引高 598百万円 １．受取手形割引高 642百万円

※２．当社は、売上債権流動化を行っております。当連結会

計年度末日の金額は以下のとおりであります。

※２．当社は、売上債権流動化を行っております。当第３四

半期連結会計期間末日の金額は以下のとおりでありま

す。

売掛金譲渡金額 17,544百万円

債権譲渡に係る未収入金 2,814百万円

売掛金譲渡金額 26,975百万円

債権譲渡に係る未収入金 3,145百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四半期

連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除

く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
    至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
    至　平成23年12月31日）

減価償却費 2,225百万円

のれんの償却額 517百万円

減価償却費 2,395百万円

のれんの償却額 315百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年６月28日

定時株主総会
普通株式 375 5 平成22年３月31日平成22年６月29日利益剰余金　

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年６月27日

定時株主総会
普通株式 539 7 平成23年３月31日平成23年６月28日利益剰余金　

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日） 

　当社グループは、日用雑貨・化粧品等の卸売業を主たる事業とする単一セグメントあるため、記載を省略して

おります。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社あらた(E02947)

四半期報告書

18/21



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 14円70銭 17円36銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 1,103　 1,338

普通株主に帰属しない金額（百万円） - -

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,103　 1,338

普通株式の期中平均株式数（千株） 75,042 77,102

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月３日

株式会社あらた

取締役会　御中

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 城戸　和弘　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩下　稲子　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 戸津　禎介　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あらたの平

成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成23年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あらた及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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